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神
観
と
救
済
観
と
を
中
心
と
し
て
一

岡

にタ

俊

一、

説

　
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
は
、
数
多
い
世
界
の
諸
宗
教
の
中
で
、
代
表
的
宗
教
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
而
も
こ
の
二
つ
の
宗
教
は
、
そ
の
神
慮
と
救
済
観
と
に
於
て

相
異
る
根
本
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
は
本
質
的
に
は
神
学
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
出
発
点
は
神
で
あ

り
、
こ
の
神
の
存
在
を
大
前
提
と
し
て
の
み
キ
リ
ス
ト
教
は
成
立
す
る
。
こ
の
神

ヤ
ー
ヴ
ェ
は
、
天
地
万
物
を
無
か
ら
創
造
し
、
人
間
と
自
然
と
を
支
配
す
る
創
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
で
あ
り
、
支
配
神
で
あ
る
。
神
は
人
間
と
は
本
質
的
に
異
る
絶
対
超
越
の
超
越
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神
で
あ
り
、
唯
一
絶
対
の
唯
一
神
で
あ
る
。
か
か
る
神
の
実
在
を
否
定
す
る
な
ら

ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
創
造
者
と
し
て
の
神
と
、
被
造

　
　
　
　
　
　
㈲

物
と
し
て
の
人
間
と
の
関
係
に
重
て
の
み
、
キ
リ
ス
ト
教
は
成
立
す
る
宗
教
で
あ

る
。
か
か
る
神
が
キ
リ
ス
ト
教
の
崇
拝
対
象
で
あ
る
。
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こ
の
神
は
又
そ
の
ま
ま
愛
の
神
で
あ
り
、
救
い
の
神
で
あ
る
。
即
ち
、
神
は
一

人
子
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
受
肉
さ
せ
、
万
人
の
罪
の
贈
い
の
た
め
に
十
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字
架
上
に
蟻
牲
と
し
て
受
難
さ
せ
た
。
人
間
は
か
か
る
神
を
信
じ
、
神
へ
祈
り
、

　
　
　
　
　
　
　
o
り

己
が
罪
を
戯
賦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
は
れ
て
罪
か
ら
自
由
に
な
り
、
神
と
の

和
解
が
成
立
し
て
義
人
と
な
り
、
天
国
へ
の
復
帰
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
観
の
大
要
で
あ
る
。
か
く
て
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
と
信
仰

と
は
、
神
の
存
在
を
認
め
な
け
れ
ば
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
比
し
て
、
仏
教
は
そ
の
崇
拝
対
象
に
於
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
で

の
神
観
を
持
た
な
い
所
謂
無
神
論
的
宗
教
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
へ
の
信
仰
、
神

へ
の
祈
り
、
神
の
救
済
、
神
の
愛
、
神
の
子
に
よ
る
十
字
架
の
受
難
と
並
並
に
よ

る
救
済
を
説
か
な
い
。
仏
教
は
、
自
然
と
人
間
と
を
創
造
し
支
配
し
て
い
る
神
を

認
め
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
は
、
仏
教
は
そ
の
宗
教
性
を
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
．
働

三
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即
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
尊
神
観
と
救
済
観
と
を
以
て
宗
教
を
見
る
な
ら
ば
、
仏
教

は
宗
教
の
系
列
に
は
入
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
仏
教
に
あ
っ
て
は
キ

リ
ス
ト
教
的
神
の
存
在
は
否
定
さ
れ
、
従
っ
て
神
に
よ
る
救
済
も
説
か
れ
て
い
な

い
。

　
仏
教
の
崇
拝
対
象
は
神
で
は
な
く
、
普
遍
的
真
理
と
し
て
の
ダ
ル
マ
、
法
で
あ

り
、
こ
の
法
の
完
全
な
る
体
験
者
と
し
て
の
仏
陀
で
あ
る
。
仏
陀
と
は
真
理
と
し

て
の
法
を
正
し
く
さ
と
り
、
体
得
し
た
人
の
意
で
あ
る
。
こ
れ
が
仏
教
的
神
観
で

あ
る
。

　
仏
教
は
、
宗
教
の
理
想
と
し
て
の
救
済
観
に
於
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
対
比
し

て
、
極
は
め
て
特
異
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
仏
教
は
、
宗
教
の
理
想
と
し
て
キ

リ
ス
ト
教
的
救
済
を
説
か
な
い
。
仏
教
の
理
想
は
救
済
で
は
な
く
て
解
脱
で
あ

る
。
凡
て
の
人
間
は
身
心
の
工
夫
と
自
己
啓
培
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
武
平
苦

悩
、
対
立
束
縛
の
一
切
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
に
な
り
、
最
高
絶
対
の
平
安
と
福

祉
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
境
地
こ
そ
解
脱
と
言
は
れ
、
そ
れ
は

又
悪
し
き
欲
望
と
し
て
の
利
己
我
欲
、
渇
愛
の
火
を
完
全
に
消
滅
し
た
寂
静
無
為

の
浬
藥
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
で
も
あ
る
。
こ
の
解
脱
、
浬
契
の
境
地
に
到
る
た
め
に

は
、
普
遍
の
真
理
、
ダ
ル
マ
の
体
得
が
要
件
と
な
る
。
か
か
る
ダ
ル
マ
の
体
得

者
、
真
理
を
正
し
く
覚
れ
る
人
こ
そ
最
高
の
人
格
と
し
て
の
仏
陀
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
仏
教
の
究
極
の
理
想
は
、
神
の
信
仰
に
よ
っ
て
救
は
れ
る
こ
と
で
は
な

く
て
、
智
慧
と
理
性
の
道
に
よ
っ
て
、
現
実
の
迷
妄
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由

に
な
り
、
真
理
の
正
覚
に
よ
っ
て
仏
陀
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
而
も
、
凡
て
の
人

間
は
か
か
る
仏
陀
に
な
り
得
る
可
能
性
を
自
己
の
内
に
宿
し
て
い
る
、
と
の
確
信

こ
そ
仏
教
の
共
通
原
理
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
仏
教
は
本
来
的
に
は
解

白

煙
教
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
本
質
的
に
救
済
教
で
あ
る
。
救
済
教
と
し
て
の
キ

リ
ス
ト
教
は
、
神
と
人
間
と
を
全
く
の
異
質
と
す
る
超
越
的
一
神
教
で
あ
り
、
神

人
懸
隔
教
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
比
し
て
、
凡
て
の
人
間
は
仏
陀
に
な
り
得
る
可
能

性
を
持
つ
と
す
る
仏
教
は
、
内
在
的
汎
神
教
で
あ
り
、
神
人
同
格
教
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
か
く
て
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
は
、
そ
の
根
本
性
格
を
全
く
異
に
す
る

宗
教
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
然
し
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
中
に
あ
っ
て
、
浄
土
真
宗
は
特
異
の
性
格
を
持

ち
、
所
謂
「
別
途
不
共
」
の
宗
風
に
よ
っ
て
、
他
の
聖
道
門
の
諸
派
と
は
著
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

異
っ
て
い
る
。
　
「
真
宗
は
仏
教
で
あ
る
か
」
と
問
は
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
而
も
、

こ
れ
を
キ
リ
ス
ト
教
と
対
比
す
る
と
き
、
両
者
の
間
に
多
く
の
類
似
点
の
あ
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
浄
土
真
宗
の
崇
拝
対
象
で
あ
り
、
同
時
に
救
済
者
で
も
あ
る
ア
ミ
ダ
仏
と
キ
リ
　
7
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ス
ト
教
の
ヤ
ー
ヴ
ェ
神
の
性
格
、
宗
教
の
理
想
と
し
て
、
仏
の
慈
悲
と
神
の
愛

と
に
対
す
る
純
粋
な
信
仰
に
よ
る
救
済
、
万
人
の
罪
の
代
償
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト

の
十
字
架
の
贈
罪
と
、
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
の
思
惟
、
兆
載
永
劫
の
勤
苦
修
行
に
よ

る
、
罪
業
深
重
の
衆
生
救
済
の
た
め
の
代
受
苦
、
罪
人
ほ
ど
神
の
愛
の
対
象
で
あ

り
、
悪
人
ほ
ど
仏
の
慈
悲
の
目
当
で
あ
り
、
死
し
て
天
国
に
生
れ
て
永
遠
の
浄
福

を
恵
ま
れ
、
浄
土
に
往
生
し
て
完
全
な
さ
と
り
を
身
に
つ
け
て
仏
に
な
る
。
罪
と

悪
と
に
対
す
る
人
間
の
深
い
自
覚
を
共
に
持
つ
点
等
を
見
る
な
ら
ば
、
浄
土
真
宗

と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
間
に
は
、
多
く
の
類
似
点
の
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

　
併
し
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
類
似
は
、
全
く
形
式
的
、
外
形
的
の
も
の
で
し
か

な
く
、
本
質
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
と
は
著
し
く
異
る
宗
教
で
あ
る
。

そ
れ
は
浄
土
真
宗
が
仏
教
で
あ
り
、
特
に
大
乗
仏
教
の
共
通
原
理
を
、
自
ら
の
本



質
と
し
て
浄
土
真
宗
も
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
こ
の
小
論
に
於
て
、

か
か
る
キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
と
の
形
式
的
外
形
的
類
似
と
、
根
本
的
本
質
的

相
異
と
を
究
明
せ
ん
と
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
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図
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・
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ω
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O
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1
3
、
O
馬
陸
ヨ
U
げ
金
団
ω
●
じ
ロ
ロ
自
鳥
三
ω
ヨ
．
勺
●
δ
9

二
、

キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
（
1
）

一
そ
の
形
式
的
類
似
に
つ
い
て

（
A
）
ヤ
ー
ヴ
ェ
神
と
ア
ミ
ダ
仏

キ
リ
ス
ト
教
の
崇
拝
対
象
で
あ
る
ヤ
ー
ヴ
ェ
神
が
、
創
造
神
、
支
配
神
、
父
な

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

る
神
、
愛
な
る
神
、
そ
し
て
絶
対
超
越
の
神
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
の
べ

た
通
り
で
あ
る
。
た
と
い
父
な
る
愛
の
神
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
神
と
人

間
と
の
同
質
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人
間
と
は
全
く
異
質
の
超
越
的
一
神

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
既
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
て
浄
土
真

宗
の
崇
拝
対
象
で
あ
る
ア
ミ
ダ
仏
も
、
亦
著
し
く
超
越
的
一
神
の
性
格
を
持
つ
よ

う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
は
、
か
か
る
超
越
的
一
神
と
し
て
の
ヤ
ー
ヴ

ェ
神
の
実
在
を
前
提
と
し
、
も
し
こ
の
神
の
実
在
を
否
定
す
る
な
ら
ば
キ
リ
ス
ト

教
は
成
立
し
得
な
い
。
浄
土
真
宗
に
あ
っ
て
も
、
ア
ミ
ダ
仏
の
実
在
を
否
定
す
る

な
ら
ば
、
他
の
す
べ
て
の
教
義
、
信
仰
も
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
愛
な
る
ヤ

ー
ヴ
ェ
神
は
人
類
の
救
済
者
で
あ
り
、
大
慈
悲
者
ア
ミ
ダ
仏
も
亦
一
切
衆
生
の
救

済
者
で
あ
る
。
ミ
ダ
一
仏
の
実
在
を
信
じ
そ
の
悲
願
に
す
が
り
て
救
は
れ
る
、
と

い
う
が
の
真
宗
の
教
義
の
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
も
あ
る
。
神
が
絶
対
の
他
　
7
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者
と
し
て
、
人
間
と
神
と
の
間
に
は
越
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
深
淵
が
あ
り
、
人

間
か
ら
神
へ
の
道
は
全
く
断
絶
さ
れ
て
あ
る
。
凡
て
の
人
間
は
生
れ
な
が
ら
に
罪

人
で
あ
り
、
神
命
に
反
逆
し
て
神
の
怒
り
に
ふ
れ
、
天
国
へ
の
道
を
奪
は
れ
、

テ
リ
ボ
コ
リ

塵
埃
に
も
等
し
き
あ
わ
れ
な
人
問
で
あ
る
。
全
知
全
能
、
絶
対
最
高
の
超
越
神
ヤ

ー
ヴ
ェ
は
、
恩
寵
と
啓
示
と
に
よ
っ
て
、
神
の
一
人
子
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
十
字

架
に
犠
牲
と
し
て
受
難
さ
せ
、
神
と
の
和
解
と
天
国
へ
の
復
帰
を
可
能
に
し
た
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
リ
サ
ナ
ガ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
ア
ミ
ダ
仏
は
も
と
色
も
形
も
な
き
法
性
法
身
の
仏
で
あ
り
、
真
如
よ
り
来
生
せ

る
絶
対
超
越
の
実
在
で
あ
る
。
こ
の
仏
、
如
来
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
熱
烈
な
る

求
道
者
法
蔵
菩
薩
と
し
て
受
肉
し
、
五
劫
に
思
惟
し
、
四
劫
に
勤
苦
修
行
し
て
、

衆
生
救
済
に
必
要
な
る
願
と
行
と
を
具
足
し
完
成
し
て
、
自
ら
も
ア
ミ
ダ
仏
に
な

五



　
　
　
　
　
　
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

つ
た
。
こ
れ
が
ア
ミ
ダ
仏
の
本
願
、
誓
願
と
言
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
罪
悪
生

死
、
煩
悩
具
足
、
極
重
悪
人
、
地
獄
必
定
の
衆
生
を
必
ず
救
は
ん
と
の
根
本
的
願

い
で
あ
り
不
可
思
議
の
誓
願
で
あ
る
。

　
か
く
て
ア
ミ
ダ
仏
と
衆
生
と
の
関
係
は
、
全
く
神
と
人
間
と
の
関
係
に
等
し

く
、
人
間
と
仏
と
の
間
に
は
越
え
が
た
き
深
淵
が
存
す
る
も
の
と
さ
れ
、
人
間
に

と
っ
て
仏
は
絶
対
の
他
者
で
あ
り
、
人
間
と
は
全
く
異
質
の
存
在
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
人
間
の
側
よ
り
仏
へ
の
道
は
断
絶
さ
れ
、
た
だ
不
可
思
議
の
本
願
、
本
願

の
具
象
化
さ
れ
た
ナ
ム
ア
ミ
ダ
仏
の
名
号
を
聞
旧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
は
れ

る
。
救
は
れ
た
衆
生
は
、
人
生
に
生
き
て
あ
る
間
は
正
定
聚
、
不
退
転
の
人
間
と

し
て
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
い
か
な
る
死
に
方
を
し
て
も
必
ず
浄
土
に
往
生
す
る
こ

　
　
　
　
ト
モ
ガ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
リ
ゾ
ク

と
の
出
来
る
聚
、
仲
間
に
正
し
く
定
ま
り
、
再
び
迷
妄
苦
悩
の
生
死
界
に
退
転
し

な
い
、
安
ら
か
な
心
で
喜
び
生
き
、
や
が
て
喜
び
死
ぬ
こ
と
の
出
来
る
身
に
さ
せ

て
も
ら
え
る
、
と
の
確
信
こ
そ
浄
土
真
宗
の
核
心
で
は
あ
る
ま
い
か
。
何
れ
に
も

せ
よ
、
ア
ミ
ダ
仏
も
ヤ
ー
ヴ
ェ
神
と
等
し
く
超
越
的
一
神
の
性
格
を
持
つ
こ
と
は

は
出
来
な
疑
う
こ
と
い
。
現
実
の
衆
生
、
人
間
は
ア
ミ
ダ
仏
と
は
似
て
も
っ
か

ぬ
、
生
死
苦
悩
の
迷
界
を
さ
迷
う
罪
業
深
き
極
重
の
悪
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ア
ミ
ダ
仏
は
全
く
生
死
苦
悩
、
迷
界
か
ら
解
脱
し
た
悟
り
の
境
地
に
あ
る
救

済
者
と
し
て
の
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
弥
陀
の
誓
願
不
思
議
に
た
す
け
ら

れ
ま
い
ら
せ
て
往
生
を
ば
遂
ぐ
る
な
り
と
信
じ
て
、
念
仏
申
さ
ん
と
思
い
立
つ
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

の
起
る
と
き
、
す
な
わ
ち
摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
づ
け
し
め
給
う
な
り
」
と
言
は

れ
る
、
こ
の
ミ
ダ
の
誓
願
不
思
議
こ
そ
、
浄
土
真
宗
の
大
前
提
で
あ
る
。
ミ
ダ
の

誓
願
不
思
議
の
な
い
処
に
、
浄
土
真
宗
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
救
済
者
ア
ミ

ダ
仏
が
浄
土
真
宗
の
出
発
点
で
あ
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。

A

　
今
少
し
私
は
こ
の
超
越
的
性
格
を
持
つ
、
ア
ミ
ダ
仏
に
つ
い
て
論
究
し
て
み
よ

．
つ
。

　
「
謹
し
ん
で
真
仏
土
を
按
ず
れ
ば
、
仏
は
す
な
は
ち
こ
れ
不
可
思
議
光
如
来
な

ω
り
」

　
ア
ミ
ダ
仏
は
自
ら
の
誓
願
に
於
て
「
光
明
無
里
、
寿
命
無
量
」
を
実
現
し
て
仏

　
　
　
　
　
　
　
㈲

陀
と
な
っ
た
の
で
、
「
無
量
寿
如
来
」
「
無
量
四
仏
」
と
呼
ば
れ
て
居
る
。
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ビ
ナ

に
、
光
明
無
量
の
ア
ミ
ダ
仏
の
称
呼
と
し
て
「
十
二
光
仏
」
が
あ
げ
ら
れ
て
居

る
。
即
ち
、

　
「
無
量
寿
仏
の
四
神
光
明
、
三
尊
第
一
に
し
て
、
諸
仏
の
光
明
の
お
よ
ぶ
こ
と

能
は
ざ
る
所
な
り
。
乃
至
こ
の
故
に
無
量
寿
仏
を
ば
、
無
量
四
仏
、
無
辺
光
仏
、

無
碍
光
仏
、
無
三
光
仏
、
炎
三
光
仏
、
清
浄
四
仏
、
歓
喜
四
仏
、
智
慧
四
仏
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

三
光
仏
、
難
三
光
仏
、
無
三
光
仏
、
超
日
月
光
仏
と
号
す
」

　
「
無
量
寿
仏
の
光
明
四
神
魏
魏
殊
勝
な
る
を
説
く
こ
と
昼
夜
一
回
す
と
も
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

を
い
ま
だ
尽
す
こ
と
能
は
ず
」

　
無
量
寿
仏
ア
ミ
ダ
の
性
格
は
い
よ
い
よ
超
越
不
可
思
議
の
も
の
な
っ
て
い
る
。

ア
ミ
ダ
仏
を
光
明
と
し
て
表
現
し
た
こ
と
に
は
、
深
い
意
味
の
あ
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
更
め
て
論
ず
る
と
し
て
、
光
明
の
徳
と
も
い
う
べ

き
も
の
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
「
ア
ミ
ダ
仏
の
光
明
は
、
極
善
に
し
て
善
の
中
の
明
好
な
り
。
そ
れ
快
き
こ
と

　
　
　
　
　
タ
ヘ
ス
ク
ル

な
ら
び
な
し
。
絶
殊
無
極
な
り
。
ア
ミ
ダ
仏
の
光
明
は
、
清
潔
に
し
て
、
電
機
な

く
量
減
な
し
。
ア
ミ
ダ
仏
の
光
明
は
、
殊
好
に
し
て
日
月
の
明
よ
り
も
す
ぐ
れ
た

る
こ
と
百
千
億
万
倍
な
り
。
諸
仏
の
光
明
の
中
の
極
明
な
り
。
光
明
の
中
の
極
製

な
り
。
光
明
の
中
の
極
雄
傑
な
り
。
光
明
の
中
の
興
宮
な
り
。
諸
仏
の
中
の
王
な

り
。
光
明
の
中
の
極
尊
な
り
。
光
明
の
中
の
最
明
無
極
な
り
。
も
ろ
ノ
、
の
無
数
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㈲

天
下
の
幽
冥
の
と
こ
ろ
を
炎
照
す
る
に
、
み
な
つ
ね
に
大
明
な
り
」

　
こ
れ
ら
の
表
現
説
明
の
中
に
も
、
神
秘
的
、
不
可
思
議
な
る
超
越
性
、
非
合
理

性
が
充
分
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
又
、
浬
繋
経
を
引
回
し
て
如
来
、
解
脱
等

に
つ
い
て
次
の
如
き
説
明
が
な
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
又
そ
の
ま
ア
ミ
ダ
仏
の

本
質
で
も
あ
る
。

　
「
三
三
経
に
言
く
、
ま
た
解
脱
は
な
づ
け
て
虚
無
と
い
ふ
。
虚
無
は
す
な
は
ち

こ
れ
解
脱
、
解
脱
は
す
な
は
ち
こ
れ
如
来
な
り
。
如
来
は
す
な
は
ち
こ
れ
虚
無
な

り
。
非
作
の
所
作
な
り
。
乃
至
、
解
脱
は
不
生
不
滅
な
り
。
こ
の
故
に
解
脱
は
す

な
は
ち
こ
れ
如
来
な
り
。
如
来
ま
た
し
か
な
り
。
不
生
不
滅
不
老
不
死
不
破
不
壊

に
し
て
有
為
の
法
に
あ
ら
ず
。
こ
の
義
を
も
て
の
故
に
、
な
づ
け
て
如
来
入
大
回

　
　
　
　
ω

葉
と
い
ふ
」

　
ア
ミ
ダ
仏
は
、
人
間
の
合
理
的
知
識
や
理
性
の
判
断
を
以
て
し
て
は
、
到
底

理
解
し
得
な
い
超
越
濃
州
合
理
的
存
在
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
親
鶯
の
ア
ミ
ダ
観
に
つ
い
て
い
ま
一
つ
、
　
「
唯
信
紗
文
意
」
の
二
種
法
身
の
説

明
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
「
大
浬
禦
と
ま
ふ
す
に
そ
の
名
無
量
な
り
、
く
は
し
く
ま
ふ
す
に
あ
た
は
ず
、

お
ろ
く
そ
の
名
を
あ
ら
は
す
べ
し
、
浬
藥
を
は
滅
度
と
い
ふ
、
無
為
と
い
ふ
、

安
楽
と
い
ふ
、
副
耳
と
い
ふ
、
実
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い
ふ
、
法
性
と
い
ふ
、
真

如
と
い
ふ
、
一
如
と
い
ふ
、
仏
性
と
い
ふ
、
仏
性
す
な
は
ち
如
来
な
り
、
こ
の
如

来
微
塵
世
界
に
み
ち
く
た
ま
へ
り
、
す
な
わ
ち
一
切
群
生
海
の
心
な
り
、
こ
の

心
に
誓
願
を
、
信
楽
す
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
の
信
心
す
な
わ
ち
、
仏
性
な
り
、
仏
性

す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
法
性
す
な
わ
ち
法
身
な
り
、
法
身
は
、
い
う
も
な
し
、
か

た
ち
も
ま
し
ま
さ
す
、
し
か
れ
は
、
こ
こ
ろ
も
、
お
よ
は
れ
す
、
こ
と
は
も
、
た

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

へ
た
り
、
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
、
あ
ら
は
し
て
、
方
便
法
身
と
、
ま
ふ
す
、

御
す
か
た
を
、
し
め
し
て
、
法
蔵
比
丘
と
、
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
、

大
誓
願
を
、
お
こ
し
て
、
あ
ら
わ
れ
た
ま
ふ
、
御
か
た
ち
お
は
、
三
親
菩
薩
は
、

尽
十
方
無
尋
光
如
来
と
、
な
つ
け
た
て
ま
つ
り
、
た
ま
へ
り
、
こ
の
如
来
を
、
報

身
と
ま
ふ
す
、
誓
願
の
業
因
に
、
む
く
ひ
た
ま
へ
る
、
ゆ
へ
に
、
報
身
如
来
と
、

ま
ふ
す
な
り
、
報
と
ま
ふ
す
は
、
た
ね
に
む
く
ひ
た
る
な
り
、
こ
の
報
身
よ
り
、

応
化
等
の
、
無
量
無
数
の
身
を
、
あ
ら
は
し
て
、
微
塵
世
界
に
、
無
尋
の
、
智
慧

光
を
、
は
な
た
し
め
た
ま
ふ
、
ゆ
へ
に
、
尽
十
方
無
尋
光
仏
と
、
ま
ふ
す
、
ひ
か

り
に
て
、
か
た
ち
も
、
ま
し
ま
さ
す
、
い
う
も
、
ま
し
ま
さ
す
、
無
明
の
や
み

を
、
は
ら
ひ
、
悪
業
に
、
さ
へ
ら
れ
す
、
こ
の
ゆ
へ
に
、
無
尋
光
と
、
ま
ふ
す
な

り
、
無
尋
は
、
さ
は
り
な
し
と
、
ま
ふ
す
、
し
か
れ
は
、
阿
弥
陀
仏
は
、
光
明
な

り
、
光
明
は
、
智
慧
の
、
か
た
ち
な
り
と
、
し
る
へ
し
」

　
少
し
長
い
引
文
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
説
明
さ
れ
て
あ
る
ア
ミ
ダ
仏
は
、
形
而

上
学
的
と
さ
へ
思
は
れ
る
が
、
こ
の
仏
は
、
真
如
の
世
界
よ
り
形
を
現
は
し
て
、

法
蔵
菩
薩
と
名
乗
り
出
て
、
衆
生
を
済
度
せ
ん
と
の
大
誓
願
を
発
起
し
、
そ
の
因

が
報
い
ら
れ
て
、
仏
陀
と
な
っ
た
報
身
の
如
来
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

法
性
法
身
と
方
便
法
身
と
し
て
の
報
身
の
ア
ミ
ダ
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
専

門
的
に
は
論
ず
べ
き
も
の
を
多
く
残
し
て
お
る
が
、
こ
こ
に
は
割
愛
す
る
。
た
だ

色
も
形
も
無
き
真
如
界
の
仏
が
、
凡
愚
の
衆
生
と
結
び
つ
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
か
ら
、
超
感
覚
的
な
る
真
如
法
性
が
人
間
的
、
感
覚
的
な
る
色
形
あ
る
仏
と
な

る
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
は
更
に
、
具
体
的
に
人
間
と
結
び
つ
く
た
め
に
、
ナ
ム
ア

ミ
ダ
仏
と
い
ふ
名
号
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
一
見
し
て
ヤ
ー
ヴ
ェ
神
と
ア
ミ
ダ
仏
と
は
、
性
格
的
に
甚
だ
類
似
す
る

七
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浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

神
人
懸
隔
教
的
、
超
越
的
実
在
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
併
し
、
実
は
両
者
は
本
質

的
に
は
全
く
相
異
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
更
め
て
論
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
救
済
観
の
問
題
を
申
心
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
と
の
形
式

的
類
似
に
関
し
て
論
述
し
て
み
た
い
。

（
B
）

人
間
観
に
つ
い
て

　
　
罪
と
悪
と
に
つ
い
て
の
深
き
自
覚

　
キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
と
は
、
そ
の
人
間
観
に
於
て
共
通
す
る
。
即
ち
、
凡

て
の
人
間
は
罪
人
で
あ
り
、
一
切
の
衆
生
は
悪
人
で
あ
る
こ
と
を
共
に
強
調
す

る
。
人
間
的
価
値
、
自
力
的
功
徳
の
否
定
と
云
ふ
共
通
の
立
場
で
、
人
間
の
救
済

を
説
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ヨ
コ
シ
マ

　
「
視
よ
わ
れ
邪
曲
の
な
か
に
う
ま
れ
罪
に
あ
り
て
わ
が
母
わ
れ
を
は
ら
み
た

　
⑧

り
」　

「
あ
し
き
も
の
は
胎
を
は
な
る
る
よ
り
背
き
と
ほ
ざ
か
り
、
生
れ
い
つ
る
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

迷
ひ
て
い
つ
は
り
を
い
ふ
」

　
か
く
て
人
間
の
罪
源
は
そ
の
誕
生
、
否
、
胎
内
に
初
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
「
人
み
な
既
に
罪
を
犯
し
た
れ
ば
神
よ
り
栄
を
悪
く
る
に
足
ら
ず
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
「
生
れ
な
が
ら
に
し
て
怒
の
子
な
り
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
3

　
「
欲
は
ら
み
て
罪
を
生
み
、
罪
成
り
て
死
を
生
む
」

　
「
た
だ
し
く
し
て
善
を
お
こ
な
い
、
罪
を
犯
す
こ
と
な
き
人
は
世
に
あ
る
こ
と

　
　
o
の

な
し
」

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
ゆ

　
「
義
人
な
し
、
ひ
と
り
だ
に
な
し
、
善
を
な
す
者
な
し
、
一
人
だ
に
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
「
さ
れ
ど
聖
書
は
、
す
べ
て
の
者
を
罪
の
下
に
閉
じ
こ
め
た
り
」

　
「
わ
れ
ら
律
法
は
霊
な
る
も
の
と
知
る
、
さ
れ
ど
我
は
肉
な
る
者
に
て
罪
の
下

に
売
ら
れ
た
り
、
わ
が
行
ふ
こ
と
は
我
し
ら
ず
、
我
が
欲
す
る
所
は
之
を
な
さ

ず
、
反
っ
て
我
が
憎
む
と
こ
ろ
は
之
を
為
す
な
り
、
わ
が
欲
せ
ぬ
所
を
為
す
と
き

は
律
法
の
善
な
る
を
認
む
、
然
れ
ば
之
を
行
ふ
は
我
に
あ
ら
ず
、
我
が
中
に
宿
る

罪
な
り
、
我
は
わ
が
中
、
す
な
は
ち
我
が
肉
の
う
ち
に
善
の
宿
ら
ぬ
を
知
る
、
善

を
欲
す
る
こ
と
我
に
あ
れ
ど
、
之
を
行
ふ
辱
な
け
れ
ば
な
り
、
わ
が
欲
す
る
所
の

善
は
之
を
な
さ
ず
、
反
っ
て
欲
せ
ぬ
所
の
悪
は
之
を
な
す
な
り
、
我
も
し
欲
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

所
の
事
を
な
さ
ば
、
之
を
行
ふ
は
我
に
あ
ら
ず
、
我
が
中
に
宿
る
罪
な
り
」

　
ま
こ
と
に
深
酷
な
宿
業
感
に
も
似
た
ボ
ー
ロ
の
鋭
敏
な
罪
悪
観
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
か
か
る
罪
性
の
根
源
と
な
る
も
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

人
祖
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
と
の
三
三
へ
の
反
逆
と
し
て
の
「
原
罪
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
生
け
る
神
に
対
す
る
反
逆
で
あ
り
、
神
に
対
す
る
不
信
仰
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

り
、
神
を
無
視
す
る
人
間
の
傲
慢
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
又
「
神
の
主
権
の
代
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

自
己
に
権
威
を
求
め
、
神
に
帰
す
べ
き
栄
光
を
自
己
に
帰
せ
ん
と
す
る
」
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
、
　
「
人
間
の
自
己
礼
讃
と
自
己
偶
像
化
」
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
で
は
、
浄
土
真
宗
の
罪
悪
観
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

　
「
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
暖
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
に
没
し
常
に

流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」

　
「
極
重
の
悪
人
は
他
の
方
便
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
「
愚
痴
の
法
然
、
十
悪
の
法
然
」
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「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
、
火
宅
無
常
の
世
界
は
、
よ
う
つ
の
こ
と
、
み
な
も
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

そ
ら
ご
と
、
た
は
ご
と
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
」

　
「
極
重
悪
人
は
唯
仏
を
称
す
べ
し
」
・

　
「
悲
し
い
か
な
や
、
愚
禿
鶯
、
愛
欲
の
広
海
に
沈
没
し
、
名
利
の
大
山
に
迷
惑

し
、
定
聚
の
数
に
入
る
を
よ
ろ
こ
ば
ず
、
真
証
の
証
に
ち
か
づ
く
こ
と
を
た
の
し

ま
ず
、
恥
ず
べ
し
、
傷
む
べ
し
」

　
「
一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
、
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
薇

悪
汚
染
に
し
て
、
清
浄
の
心
な
し
、
虚
仮
諸
軍
に
し
て
真
実
の
心
な
し
」

　
「
浄
土
真
宗
に
帰
す
れ
ど
も
、
真
実
の
心
は
あ
り
が
た
し
、
虚
仮
不
実
の
わ
が

身
に
し
、
清
浄
の
心
も
さ
ら
に
な
し
」

　
「
悪
性
さ
ら
に
や
め
が
た
し
、
心
は
蛇
蜴
の
ご
と
く
な
り
、
修
善
も
雑
毒
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

ゆ
へ
に
、
虚
仮
の
行
と
そ
な
づ
け
た
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
「
心
と
口
と
は
各
異
り
、
言
と
念
に
実
な
し
」

　
「
心
は
常
に
悪
を
念
い
、
口
は
常
に
悪
を
言
い
、
身
は
常
に
悪
を
行
い
て
、
曽

　
　
　
　
　
　
㈱

っ
て
一
善
な
し
」

　
「
末
代
濁
世
の
造
悪
不
善
の
わ
れ
ら
ご
と
き
凡
夫
」

　
「
夫
、
十
悪
五
逆
の
罪
人
も
、
五
障
三
従
の
女
人
」

　
「
諸
仏
に
す
て
ら
れ
た
る
末
代
不
善
の
凡
夫
」

　
「
た
だ
わ
が
身
は
、
つ
み
ふ
か
き
あ
さ
ま
し
き
も
の
な
り
と
お
も
ひ
と
り
て
、

か
か
る
機
ま
で
も
た
す
け
た
ま
へ
る
ほ
と
け
は
、
阿
弥
陀
仏
ば
か
り
な
り
と
し
り

て
」　

か
く
て
、
浄
土
真
宗
に
あ
っ
て
も
、
凡
て
の
人
間
は
罪
深
き
悪
人
な
り
と
自
覚

さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

　
仏
の
智
慧
の
光
り
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
あ
り
の
ま
ま
の
人
間
は
、
善
人
も
悪
人

も
共
に
み
な
悪
人
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
る
。
か
か
る
悪
人
に
比
し
て
、
清
浄
真
実

な
る
ア
ミ
ダ
仏
が
、
人
間
と
は
似
て
も
っ
か
ぬ
絶
対
の
他
者
で
あ
り
、
神
人
懸
隔

教
的
性
格
を
多
分
に
持
つ
こ
と
は
既
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
罪
人
と
神
、
悪
人

と
ア
ミ
ダ
仏
の
関
係
、
結
び
つ
き
方
、
救
済
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
も
、
浄

土
真
宗
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
人
間
の
側
よ
り
し
て
は
全
く
の
絶
望
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
に
重
て
も
、
又
浄
土
真
宗
に
於
て
も
、
救
い
の
実
現
は
あ
く
ま
で
も

因
果
必
然
の
法
則
を
超
へ
た
、
超
越
的
、
非
合
理
的
聖
な
る
神
の
愛
、
恩
寵
、
啓

示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
の
救
い
も
、
ア
ミ
ダ
仏
の
不
可
思
議
の
誓

願
、
大
慈
悲
の
恵
み
と
し
て
の
、
他
力
の
廻
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
も
驚
く
べ
き
類
似
が
見
ら
れ
る
。
併
し
こ
の
類
似
と
て
も
、
そ
れ
は

形
式
的
、
外
見
的
の
も
の
で
し
か
な
く
、
本
質
的
に
は
全
く
異
る
性
格
の
も
の
で
　
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
更
め
て
論
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
C
）

救
　
済
　
の
　
仕
組

－
神
の
愛
と
仏
の
慈
悲
の
信
仰

　
本
質
的
に
救
済
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
、
一
見
し
て
救
済
教
の
ご
と
く
思
は

れ
る
浄
土
真
宗
に
あ
っ
て
は
、
救
い
の
実
現
に
は
神
の
愛
と
、
仏
の
慈
悲
と
が
唯

一
絶
対
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
確
認
こ
そ
実
に
信
仰
と
云
は
る
る

も
の
で
あ
る
。
　
「
救
済
の
根
拠
は
神
の
愛
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
　
「
如
来
は
無
蓋
の

大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
衿
哀
す
」
と
云
は
れ
る
如
く
、
救
済
が
共
に
神
の
愛
で
あ

り
、
仏
の
大
慈
悲
で
あ
り
、
而
も
、
か
か
る
神
の
愛
と
仏
の
慈
悲
と
は
、
キ
リ
ス

九



　
　
　
　
　
　
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

ト
教
に
あ
っ
て
も
、
浄
土
真
宗
に
あ
っ
て
も
、
悪
し
き
者
、
愚
か
な
る
者
こ
そ
が

　
　
　
　
メ
ア
テ
　
　
　
圃

救
い
の
「
正
機
」
で
あ
る
と
云
ふ
、
因
果
必
然
の
外
に
於
て
成
立
す
る
、
信
仰
の

秘
義
に
つ
い
て
論
述
し
て
み
た
い
。

　
キ
リ
ス
ト
教
に
於
け
る
救
済
が
如
何
に
し
て
成
立
す
る
か
、
に
つ
い
て
先
ず
の

べ
て
お
き
た
い
。

　
「
他
の
者
に
よ
り
て
救
を
得
る
こ
と
な
し
、
天
の
下
に
は
我
ら
の
頼
り
て
救
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

る
べ
き
他
の
名
を
、
人
に
賜
ひ
し
事
な
け
れ
ば
な
り
」

　
「
讃
む
べ
き
か
な
、
主
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
、
そ
の
民
を
か
へ
り
み
て
蹟
罪
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

し
、
我
ら
の
た
め
に
救
の
角
を
、
そ
の
僕
ダ
ビ
デ
の
家
に
立
て
給
へ
り
」

　
「
汝
ら
の
救
は
れ
し
は
恩
恵
に
よ
れ
り
」

　
「
汝
ら
は
恩
恵
に
よ
り
、
信
仰
に
よ
り
て
救
は
れ
た
り
、
是
お
の
れ
に
由
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

あ
ら
ず
、
神
の
賜
物
な
り
、
行
為
に
由
る
に
あ
ら
ず
」

　
「
わ
が
す
く
い
は
神
よ
り
い
ず
る
な
り
、
神
こ
そ
わ
が
岩
、
わ
が
す
く
い
な

　
㈹

り
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
な
ん
じ
は
わ
が
す
く
い
の
神
な
り
」

　
「
神
は
我
ら
を
救
い
、
聖
な
る
召
し
を
も
て
召
し
た
ま
へ
り
、
こ
れ
わ
れ
ら
の

お
こ
な
い
に
よ
る
に
あ
ら
ず
、
神
の
み
旨
に
て
創
世
の
前
に
キ
リ
ス
ト
、
イ
エ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

を
も
て
我
ら
に
賜
い
し
め
ぐ
み
に
よ
る
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
す
べ
て
の
人
に
救
い
を
得
さ
す
る
神
の
め
ぐ
み
は
既
に
あ
ら
わ
る
」

　
「
神
は
す
べ
て
の
人
の
救
わ
れ
て
、
真
理
を
悟
る
に
至
ら
ん
こ
と
を
欲
し
た
ま

　
㈱

う
」　

か
く
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
は
、
救
い
は
神
の
愛
、
恩
恵
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
決
し
て
人
間
自
身
の
努
力
や
行
為
、
業
績
、
功
労
に
よ
る
も
の
で
は

一
〇

な
く
、
全
く
他
力
と
し
て
神
の
側
よ
り
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
神
の
愛
の
具
現
こ
そ
神
の
一
人
子
で
あ
る
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
に
よ
る
万
人
の
た
め
の
贈
罪
と
し
て
の
十
字
架
の
受
難
で
あ
り
、
儀
牲
の

血
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
の
核

心
な
の
で
あ
る
。

　
　
「
キ
リ
ス
ト
我
ら
の
た
め
に
死
に
た
ま
い
し
に
よ
り
て
、
神
は
我
ら
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

愛
を
あ
ら
わ
し
た
ま
へ
り
」

　
　
「
す
べ
て
の
人
、
罪
を
犯
し
た
れ
ば
神
の
栄
光
を
細
く
る
に
足
ら
ず
、
い
さ
お

な
く
し
て
神
の
め
ぐ
み
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
る
あ
が
な
い
に
よ
り

て
義
と
せ
ら
る
る
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
「
そ
の
血
に
よ
っ
て
、
あ
が
な
い
、
す
な
わ
ち
罪
の
ゆ
る
し
を
得
た
り
」

　
　
「
十
字
架
に
よ
り
て
怨
を
滅
し
、
ま
た
之
に
よ
り
て
二
つ
の
も
の
を
一
つ
の
体
　
7
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

と
な
し
て
神
と
和
が
し
め
ん
為
な
り
」

　
「
キ
リ
ス
ト
も
、
な
ん
じ
ら
を
神
に
近
づ
か
せ
ん
と
て
正
し
き
も
の
、
正
し
か

ら
ぬ
者
に
代
り
て
、
一
た
び
罪
の
た
め
に
死
に
た
ま
え
り
」

　
　
「
神
は
、
す
べ
て
の
み
ち
た
れ
る
徳
を
彼
に
宿
し
て
、
そ
の
十
字
架
の
血
に
よ

り
て
平
和
を
な
し
」

　
こ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
が
罪
人
に
代
り
て
十
字
架
で
死
ぬ
、
と
の
「
代
受
苦
」
思

想
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
神
の
愛
を
信
じ
、
キ
リ
ス
ト
の

十
字
架
を
信
ず
る
こ
と
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
者
が
救
は
れ
、
義
と
さ
れ
、
神
と
の
和

解
と
天
国
へ
の
復
帰
、
亡
び
ざ
る
永
生
の
浄
福
を
恵
ま
る
る
唯
一
つ
の
道
で
あ

る
。

　
　
「
律
法
に
由
ら
ず
、
信
仰
の
義
に
由
れ
る
な
り
」



　
「
人
の
義
と
せ
ら
る
る
は
、
お
き
て
の
お
こ
な
い
に
よ
ら
ず
、
た
だ
キ
リ
ス
ト

・
イ
エ
ス
を
信
ず
る
信
仰
に
よ
る
を
知
り
て
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
を
信
じ
た

り
、
こ
れ
お
き
て
の
お
こ
な
い
に
よ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
信
仰
に
よ
り
て

義
と
せ
ら
れ
ん
た
め
な
り
、
お
き
て
の
お
こ
な
い
に
よ
り
て
義
と
せ
ら
る
る
者
、

ひ
と
り
だ
に
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
我
ら
信
仰
に
よ
り
て
義
と
せ
ら
れ
た
れ
ば
」

　
而
も
、
か
か
る
信
仰
自
体
も
人
間
の
力
に
よ
っ
て
持
た
る
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
神
の
愛
、
恩
寵
、
啓
示
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
汝
等
は
恩
恵
に
よ
り
、
信
仰
に
よ
り
て
救
は
れ
た
り
、
是
お
の
れ
に
由
る
に

あ
ら
ず
、
神
の
賜
物
な
り
」

　
「
悪
の
外
に
は
善
と
い
う
言
葉
だ
に
考
へ
ら
れ
な
い
よ
う
な
私
で
あ
る
。
そ
の

私
が
ど
の
よ
う
に
し
ょ
う
と
も
、
自
分
の
力
で
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
道
に
入
り
得

る
道
理
は
、
考
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
罪
悪
を
本
性
と
す
る
人
間
が
、
純
粋
無

垢
に
し
て
絶
対
超
越
の
神
に
義
と
さ
れ
る
が
如
き
信
仰
を
持
ち
得
る
道
理
が
な

い
。
こ
れ
全
く
浄
土
真
宗
が
説
く
他
力
の
信
仰
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
更
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
神
の
愛
の
救
い
は
、
「
我
は
正
し
き
者
を
招
か
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

に
あ
ら
じ
、
罪
人
を
招
か
ん
と
て
来
れ
り
」
で
あ
り
、
「
九
十
九
匹
の
羊
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

さ
迷
へ
る
一
匹
の
小
羊
を
さ
が
し
求
め
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
放
蕩
息
子
の
帰
宅

を
喜
び
迎
へ
る
父
親
」
で
あ
る
と
す
る
、
所
謂
浄
土
真
宗
の
「
悪
人
正
機
」
と
云

は
れ
る
仏
の
慈
悲
の
救
い
と
全
く
相
似
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
善
人
な
を
も
て
往

生
す
、
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
は
「
罪
人
の
招
き
」
と
全
く
一
致
す
る
。

　
で
は
、
ア
ミ
ダ
仏
の
大
慈
悲
、
不
可
思
議
の
誓
願
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
と
云

ふ
、
浄
土
真
宗
の
説
く
救
済
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
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と
の
比
較
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究

　
真
宗
の
信
仰
も
ま
た
、
「
罪
を
荷
え
る
人
間
と
し
て
の
痛
々
し
い
自
覚
を
基
盤

と
し
て
、
そ
の
上
に
な
れ
る
も
の
で
あ
る
」
か
ら
、
本
来
の
仏
教
が
説
く
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

の
、
自
己
啓
培
の
道
、
自
ら
の
修
道
工
夫
に
よ
る
、
「
智
慧
と
実
践
」
に
よ
っ
て

の
理
想
の
解
脱
、
李
下
へ
の
道
は
一
変
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
ア
ミ
ダ
仏
の
慈
悲
に

よ
る
救
い
の
道
、
信
仰
の
道
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「

終
末
論
」
に
も
似
た
「
末
法
思
想
」
が
大
き
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
か
く
て
真
宗
の
救
い
の
道
、
信
仰
の
道
は
人
間
の
実
存
的
限
界
性
に
出
発
し

て
い
る
も
の
と
云
へ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

経
典
に
よ
れ
ば
、
「
仏
心
と
は
大
慈
悲
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
ア
ミ
ダ
仏
は
「
無
蓋

　
　
　
㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

の
大
悲
」
を
も
っ
て
、
一
切
の
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
の
根
本
的
願
い
「
本
願
」
を

超
発
し
、
而
も
こ
の
本
願
を
成
就
し
衆
生
の
救
済
の
因
果
を
完
成
し
た
。
こ
の
本

願
の
主
が
ア
ミ
ダ
仏
で
あ
る
・
大
慈
悲
と
は
「
抜
宝
亀
と
云
は
れ
・
相
手
の
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

苦
悩
憂
悲
の
根
源
を
抜
き
と
り
、
相
手
に
真
実
の
楽
し
み
、
解
脱
下
葉
の
さ
と
り

を
恵
み
与
へ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
慈
悲
心
は
ま
た
そ
の
ま
ま
「
衆
生
の
苦
悩

を
自
分
自
身
の
苦
悩
と
受
け
と
り
、
衆
生
の
安
楽
を
そ
の
ま
ま
自
分
自
身
の
安
楽

と
受
け
と
る
」
絶
対
純
粋
の
無
我
愛
で
あ
り
、
利
他
愛
で
あ
る
。
こ
の
仏
の
大
慈

悲
に
よ
っ
て
、
大
慈
悲
の
具
現
で
あ
る
本
願
に
よ
っ
て
、
更
に
、
本
願
の
具
現
と

し
て
の
ナ
ム
ア
ミ
ダ
仏
の
名
号
に
よ
っ
て
、
一
切
の
衆
生
の
救
は
る
べ
き
条
件
は

完
成
し
、
唯
衆
生
は
こ
の
名
号
、
本
願
、
大
慈
悲
の
主
で
あ
る
ア
ミ
ダ
仏
を
信
ず

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
ひ
を
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
如
来
は
無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
衿
哀
す
」

　
「
大
悲
を
お
こ
し
て
衆
生
を
患
む
」

　
「
仏
心
と
は
大
慈
悲
こ
れ
な
り
、
無
縁
の
慈
を
も
っ
て
も
ろ
く
の
衆
生
を
摂

一
一
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㈹

す
」　

　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
同
体
の
大
悲
」

　
「
如
も
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
悲
閾
し
て
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
に
於
て
、
菩
薩

の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
と
き
、
永
業
の
所
修
、
一
念
一
殺
那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
な

く
、
真
実
な
ら
ざ
る
な
し
。
如
来
の
清
浄
の
真
心
を
以
て
、
円
融
無
尋
、
不
可
思

議
、
不
可
称
、
不
可
説
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
へ
り
、
如
来
の
至
心
を
以
て
、
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

有
の
一
切
煩
悩
、
悪
業
、
邪
智
の
群
生
海
に
廻
施
し
た
ま
へ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
キ

　
「
如
来
の
作
願
の
た
つ
ぬ
れ
ば
、
苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て
、
廻
向
を
首
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

し
た
ま
ひ
て
、
大
悲
心
を
ば
成
就
せ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
真
宗
の
教
行
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
大
悲
廻
向
の
利
益
な
り
」

　
「
往
還
の
廻
向
は
他
力
に
由
る
」

　
浄
土
真
宗
の
救
い
は
、
如
来
、
大
悲
の
廻
向
、
廻
流
、
他
力
の
恵
み
で
あ
る
。

こ
の
救
い
の
恵
み
を
確
認
す
る
こ
と
こ
そ
信
仰
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
正
定
の
因
は
唯
信
心
な
り
」

　
「
本
願
力
を
た
の
み
て
、
自
力
を
は
な
れ
た
る
、
こ
れ
を
唯
信
と
い
ふ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
「
如
来
の
御
ち
か
い
な
れ
ば
、
他
力
に
は
義
な
き
を
義
と
す
」

　
「
如
来
の
願
力
を
信
ず
る
ゆ
へ
に
、
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
」

　
「
如
来
撰
択
の
本
願
、
不
可
思
議
の
願
海
、
こ
れ
を
他
力
と
ま
ふ
す
な
り
」

　
「
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
乃
至
一
念
せ
ん
も
の
、
か
の
く
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ

ば
、
す
な
は
ち
往
生
を
え
不
退
転
に
住
す
」

　
「
こ
の
経
は
ま
こ
と
に
往
生
の
心
術
、
重
苦
の
神
方
な
り
、
み
な
信
愛
す
べ

し
」

一
二

　
「
如
来
弘
誓
の
願
を
聞
信
ぜ
よ
」

　
「
速
か
に
寂
静
無
為
の
楽
に
入
る
に
は
、
必
ず
信
心
を
以
て
能
入
と
な
す
」

　
「
唯
こ
の
高
僧
の
説
を
信
ず
べ
し
」

　
「
真
実
信
心
を
ゑ
た
る
決
定
往
生
の
行
者
」

　
　
「
信
心
と
い
ふ
は
い
か
や
う
な
る
こ
と
そ
と
い
へ
ば
、
な
に
の
わ
ず
ら
ひ
も
な

く
、
弥
陀
如
来
を
一
心
に
た
の
み
た
て
ま
つ
り
て
、
そ
の
余
の
仏
菩
薩
等
に
も
こ

こ
ろ
を
か
け
ず
し
て
、
一
向
に
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
、
弥
陀
を
信
ず
る
ば
か
り
な

り
、
こ
れ
を
も
て
信
心
決
定
と
は
申
も
の
な
り
、
信
心
と
い
へ
る
二
字
を
は
ま
こ

と
の
こ
こ
ろ
と
よ
め
る
な
り
、
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
と
い
ふ
は
、
行
者
の
わ
ろ
き
自

力
の
こ
こ
ろ
に
て
は
た
す
か
ら
ず
、
如
来
の
他
力
の
よ
き
こ
こ
ろ
に
て
た
す
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

が
ゆ
へ
に
、
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
と
は
ま
ふ
す
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
「
ま
つ
当
流
に
は
他
力
の
信
心
を
も
て
凡
夫
の
往
生
を
さ
き
と
せ
ら
れ
」

浄
土
真
宗
で
は
、
信
心
も
安
心
も
、
念
仏
も
称
名
も
み
な
他
力
の
廻
向
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
「
如
来
よ
り
賜
は
り
た
る
も
の
」
と
味
ふ
の
で
あ
る
。
「
絶
対
他
力
の
信
仰
」
に

よ
る
救
済
で
あ
る
。
「
あ
あ
、
こ
の
信
心
は
、
如
来
の
賜
は
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
弥
陀
の
御
も
よ
お
し
に
あ
つ
か
っ
て
、
こ
の
私
の
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
信

　
　
　
　
　
　
　
圃

仰
が
生
れ
た
の
だ
」
と
味
ふ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
他
力
の
信
心
こ
そ
、
極
重
悪
人
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
が
救
は
れ
て
、
浄
土

に
往
生
し
て
浬
榮
の
さ
と
り
を
開
い
て
仏
に
な
る
た
め
の
必
須
要
件
で
あ
る
。

　
　
「
如
来
苦
悩
の
群
生
海
を
悲
憐
し
て
、
無
碍
広
大
の
郵
信
を
も
て
諸
有
海
に
廻

施
し
た
ま
へ
り
、
こ
れ
を
利
他
真
実
の
信
心
と
名
づ
く
」

　
　
「
本
願
力
の
廻
向
の
大
信
心
海
な
る
が
ゆ
へ
に
破
壊
す
べ
か
ら
ず
」
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「
し
か
れ
ば
も
し
は
行
、
も
し
は
信
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
心
心

の
廻
向
成
就
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
な
し
」

　
「
仏
智
よ
り
他
力
の
信
心
を
あ
た
へ
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
仏
心
と
凡
心
と
ひ
と

つ
に
な
る
」

　
「
如
来
よ
り
た
ま
は
り
た
る
信
心
」

　
「
親
鶯
に
お
き
て
は
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し

と
、
よ
き
ひ
と
の
仰
せ
を
か
う
む
り
て
、
信
ず
る
外
に
別
の
仔
細
な
き
な
り
」

　
こ
の
他
力
の
信
心
は
同
時
に
そ
の
ま
ま
「
報
土
の
因
」
と
な
る
。
浄
土
に
往
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

す
る
た
め
の
因
で
あ
り
、
「
往
生
成
仏
の
導
因
」
と
さ
れ
、
「
信
心
よ
ろ
こ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

そ
の
ひ
と
を
、
如
来
と
ひ
と
し
」
と
て
、
現
実
の
人
生
の
中
で
既
に
仏
に
等
し
い

生
活
を
営
む
と
さ
れ
て
い
る
。
而
も
、
こ
の
如
来
よ
り
賜
は
り
た
る
「
大
信
心
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

仏
性
な
り
、
仏
性
す
な
は
ち
如
来
な
り
」
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
罪

と
悪
と
の
凡
夫
か
、
他
力
廻
向
の
大
信
心
に
よ
っ
て
救
は
れ
て
仏
に
な
る
、
と
の

信
仰
は
全
く
理
性
の
智
慧
や
論
理
を
越
へ
た
、
自
力
の
放
棄
、
「
因
果
の
法
則
の

　
　
　
　
　
　
　
㈹

切
断
の
上
に
立
つ
」
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
今
一
つ
注
目
す
べ
き
類
似
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
キ

リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
も
、
浄
土
真
宗
に
あ
っ
て
も
信
仰
に
よ
る
救
済
は
既
に
成
就

さ
れ
、
完
成
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
救
い
は
、
既
に
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
受
難
と
蟻
差
の
死
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
字
架
で
の
キ
リ
ス
ト
の
死
は
万
人
の
賦

罪
の
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
蹟
罪
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
類

の
救
済
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
信
仰
と
は
、
こ
の
救
い
の
完
成
の
事
実
を
確
認

す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
人
は
信
仰
に
よ
り
て
救
ひ
の
事
実
の
中
に

　
　
　
　
　
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

あ
る
こ
と
を
自
ら
体
験
し
、
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
救
い
は
決
し
て
遠
き
未
来
に

あ
る
の
は
な
で
い
。
現
に
今
、
既
に
人
は
信
仰
に
よ
っ
て
救
い
の
ま
っ
た
だ
中
に

あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
救
い
の
完
成
の
信
仰
を
確
立
し
た
人
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
で

は
ボ
ー
ロ
で
あ
っ
た
。

　
浄
土
真
宗
に
あ
っ
て
は
、
救
い
の
完
成
の
事
実
は
法
蔵
菩
薩
が
墨
壷
の
思
惟
と

兆
載
永
劫
の
勤
苦
修
行
の
完
成
に
よ
っ
て
、
ア
ミ
ダ
仏
と
な
っ
た
と
同
時
に
成
立

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
ア
ミ
ダ
仏
の
不
思
議
の
誓
願
、
本
願
は
全
く

一
切
衆
生
の
救
済
の
た
め
の
代
受
苦
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
衆
生
の
救
済
は
、

法
蔵
菩
薩
が
願
行
具
足
し
て
ア
ミ
ダ
仏
と
な
っ
た
そ
の
時
に
、
既
に
完
成
し
た
の

で
あ
る
。
即
ち
、
十
劫
と
云
ふ
無
限
の
過
去
に
反
て
救
い
は
完
成
し
実
現
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
衆
生
は
如
来
よ
り
賜
は
り
た
る
信
心
に
よ
っ
て
、
こ
の
救
い
の
完

成
の
事
実
を
知
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
「
み
ず
か
ら
悪
を
な
し
て
み
ず
か
ら
け
が
れ
、
自
ら
悪
を
な
さ
ず
し
て
自
ら
き

よ
い
。
み
ず
か
ら
浄
と
な
り
、
自
ら
不
浄
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
人
は
他
人
を
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
伽

め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
」
に
説
か
る
る
「
自
業
自
得
」
の
「
因
果
必
然
の
法
」
を
切

断
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
も
浄
土
真
宗
も
「
信
仰
に
よ
る
救
い
」
　
「
愛
と
慈
悲
に
よ

る
救
い
」
を
説
い
た
こ
と
、
而
も
、
そ
の
救
い
が
既
に
信
仰
の
中
で
事
実
と
し
て

完
成
さ
れ
て
あ
る
、
と
の
教
え
は
注
目
す
べ
き
類
似
で
あ
る
。
併
し
、
か
か
る
類

似
も
ま
た
形
式
的
類
似
で
し
か
な
く
、
本
質
的
に
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
（
註
）

ロ
　
キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗

（
1
）

I
r
i



　
　
　
　
　
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

1
、
歎
異
抄
一
節

2
、
教
行
信
証
真
仏
土
巻

3
、
無
量
寿
経
上
巻

4
、
真
仏
土
巻

5
、
同
上

6
、
同
上

7
、
同
上

8
、
高
田
専
修
寺
本
・
唯
信
砂
文
意
、
証
巻

9
、
詩
篇
五
一
－
五
、
五
八
－
三

1
0
、
同
上

1
1
、
ロ
マ
書
三
－
二
三

1
2
、
エ
ペ
ソ
ニ
ー
三

1
3
、
ヤ
コ
ブ
一
1
一
五

1
4
、
道
七
－
二
〇
、
詩
篇
一
四
－
三

1
5
、
ロ
マ
書
三
1
一
〇
1
一
ニ

ー
6
、
ガ
ラ
テ
や
三
－
二
ニ

ー
7
、
ロ
マ
書
七
－
一
四
－
二
〇

1
8
、
創
世
記
ニ
ー
三

1
9
、
溝
口
靖
夫
・
キ
リ
ス
ト
教
の
主
要
思
想
三
九
頁

2
0
、
同
上

2
1
、
同
上

％
、
善
導
・
観
経
散
善
義

2
3
、
源
信
・
往
生
要
集
下
巻

以
、
法
然
の
持
言

2
5
、
歎
異
妙
・
後
序

2
6
、
正
信
偶

2
7
、
信
巻

2
8
、
同
上

2
9
、
愚
禿
悲
歎
述
懐
和
讃
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同
上

無
量
寿
経
下
巻

同
上

蓮
如
・
御
文
章

同
上

同
上

同
上

キ
リ
ス
ト
教
の
主
要
思
想
　
七
七
頁

無
量
寿
経
上
巻

増
谷
文
雄
・
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究
　
一
八
六
頁

使
徒
行
伝
四
－
一
ニ

ル
カ
一
－
六
八
・
九

エ
ペ
ソ
ニ
ー
五

同
上
二
一
八
・
九

詩
篇
六
二
一
一
・
二

同
上
　
二
五
一
五

テ
モ
テ
後
書
一
－
九

テ
ト
ス
ニ
ー
一
】

テ
モ
テ
前
書
ニ
ー
四

ロ
マ
書
五
1
八

同
上
三
－
二
三
・
四

エ
ペ
ソ
一
－
七

同
上
二
一
一
六

ペ
テ
ロ
前
書
三
一
一
八

コ
ロ
サ
イ
一
－
二
〇

ロ
マ
書
四
1
＝
ニ

ガ
ラ
テ
ヤ
ニ
ー
一
六

ロ
マ
書
三
－
三
〇
、
四
－
五
、
五
1
「
、
八
－
三
三

エ
ペ
ソ
ニ
ー
五

一
四
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5
9
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究

6
0
、
マ
タ
イ
九
1
＝
二

6
1
、
同
上
一
八
一
一
二
i
四

6
2
、
ル
カ
一
五
一
一
一
－
三
二

6
3
、
歎
異
紗
三
節

磁
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究

6
5
、
同
上

6
6
、
無
量
寿
経
上
・
下
二
巻

6
7
、
観
無
量
寿
経

6
8
、
無
量
寿
経
上
巻

6
9
、
同
上

7
0
、
証
巻

7
1
、
無
量
寿
経
上
巻

7
2
、
同
上

㎎
、
観
無
量
寿
経

7
4
、
華
厳
経
・
信
巻

7
5
、
信
巻

6
6
、
正
像
末
和
讃

胃
、
証
巻

㎎
、
信
巻
・
正
信
偏

7
9
、
同
上

8
0
、
唯
信
抄
文
意

8
1
、
末
燈
抄

8
2
、
尊
号
真
像
銘
文

8
3
、
三
経
往
生
文
類

泓
、
信
巻

8
5
、
同
上

8
6
、
正
信
偏

8
7
、
同
上

二
＝
二
頁

一
八
一
頁

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

104　103　102　101　100　99　98　97　96　95　94　93　92　91　90　89　88
　　S　S　S　N　S　　　　　一　N　　　　　　S　　　　　　S　　　　　　－　　　　　　S　　　　　　N　　　　　　S　　　　　　N　　　　　　S　　　　　　S　　　　　　S

同
上

御
文
章

同
上

同
上

歎
異
抄
六
節

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究
　
二
＝
ニ
ー
四
頁

信
巻

同
上

同
上

御
文
章

歎
異
抄
六
節

同
上
二
節

佐
々
木
鉄
城
・
宗
義
要
論
　
一
一
七
頁

諸
経
和
讃

同
上

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究
　
一
九
二
頁

法
句
経
一
六
五

三
、

キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
　
（
聾
）

1
そ
の
本
質
的
相
異
に
つ
い
て
一

（
A
）
ア
ミ
ダ
仏
に
つ
い
て

　
浄
土
真
宗
の
崇
拝
対
象
と
し
て
の
ア
ミ
ダ
仏
は
一
見
し
て
、
超
越
的
、
唯
一
神

と
し
て
の
ヤ
ー
ヴ
ェ
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
外
形
上
の
こ
と
で
あ
っ

一
五

268



浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

て
、
本
質
的
に
は
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
仏
は
神
で
は
な
い
、
神
は
仏
で
は
な
い
。
こ
の
二
つ
の
高
き
存
在
者
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

の
由
来
を
も
、
そ
の
あ
り
方
を
も
、
そ
の
背
景
を
も
全
く
異
に
し
て
い
る
」

　
従
っ
て
、
こ
の
仏
、
ア
ミ
ダ
仏
は
「
天
地
人
類
の
創
造
者
で
も
、
最
高
の
唯
一

者
で
も
な
く
、
ま
た
人
間
に
と
っ
て
絶
対
他
者
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
出
来
な

い
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
疑
い
も
な
く
、
教
法
を
聴
き
、
仏
道
を
行
ず
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
間
が
仏
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
人
間
の
最
高
可
能
性
を
開
発
し
て

仏
位
に
到
達
せ
る
も
の
の
一
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
存
在
の
由
来
は
、
い
さ
さ
か
も

仏
教
的
「
仏
」
の
概
念
の
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
い
さ
さ
か
境
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
「
神
」
の
概
念
の
枠
内
に
立
入
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
仏
教
に
於
け

る
仏
の
概
念
は
、
　
「
人
釈
迦
が
仏
釈
迦
に
な
っ
た
」
と
云
ふ
歴
史
的
事
実
が
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

す
る
も
の
で
あ
り
、
仏
の
原
型
は
あ
く
ま
で
も
「
王
子
が
仏
陀
と
な
っ
た
」
「
シ

ツ
ダ
ル
タ
王
子
仏
陀
と
な
る
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
伝
記
に
よ
れ
ば
二
十
九

才
の
時
生
死
輪
廻
の
問
題
に
嫌
悪
し
て
出
家
し
、
解
脱
を
求
め
て
種
々
の
哲
学
者

の
下
に
智
慧
を
学
ん
だ
が
、
無
益
に
終
っ
た
。
遂
い
に
菩
提
樹
下
に
坐
し
、
諦
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

に
よ
っ
て
覚
者
と
な
っ
た
」
処
の
、
釈
迦
如
来
（
仏
）
こ
そ
、
仏
教
に
於
け
る
仏

の
原
型
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
、
万
人
は
こ
の
道
を
歩
む
な
ら
ば
何
人
も
か

か
る
仏
に
な
り
得
る
可
能
性
を
持
つ
と
の
、
「
内
在
的
汎
神
論
」
こ
そ
仏
教
の
立

場
で
あ
る
。
釈
迦
仏
の
滅
後
、
弟
子
達
の
師
を
悲
し
み
慕
ふ
の
余
り
、
釈
迦
仏
を

神
格
化
し
、
超
越
化
し
、
仏
身
に
つ
い
て
も
種
々
の
論
議
が
生
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
法
、
報
、
応
の
三
身
仏
、
久
遠
実
成
の
仏
、
二
種
法
身
の
仏
等
、
仏
身
論
は

今
日
で
は
煩
雑
な
宗
学
的
論
議
を
種
々
試
み
て
い
る
が
、
仏
の
原
型
は
全
く
上
に

の
べ
た
如
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
六

　
何
れ
に
も
せ
、
ア
ミ
ダ
仏
は
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
ヤ
ー
ヴ
ェ
の
如
く
、
人
間

と
は
絶
対
に
他
者
な
る
異
質
的
超
越
四
神
で
は
な
い
。
救
い
以
前
、
浄
土
に
往
生

し
て
成
仏
す
る
以
前
に
あ
っ
て
は
、
あ
た
か
も
ア
ミ
ダ
仏
は
衆
生
と
は
全
く
異
質

の
絶
対
他
者
的
救
済
者
で
は
あ
る
が
、
人
間
が
救
は
れ
て
、
浄
土
に
往
生
す
れ

ば
、
「
弥
陀
同
体
の
悟
り
を
開
く
」
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
居
る
。
決
し
て
、
衆

生
、
人
間
と
ア
ミ
ダ
仏
は
別
体
で
も
な
け
れ
ば
、
異
質
で
も
な
い
。
仏
教
の
神
人

同
格
教
的
原
理
は
、
決
し
て
浄
土
真
宗
で
も
最
終
的
に
は
失
は
れ
て
は
い
な
い
。

　
「
煩
悩
具
足
と
信
知
し
て
、
本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
穣
身
す
て
は
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

て
、
法
性
常
楽
証
せ
し
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
信
は
願
よ
り
生
ず
れ
ば
、
念
仏
成
仏
自
然
な
り
」

　
ア
ミ
ダ
仏
と
衆
生
と
の
関
係
は
、
一
見
し
て
非
連
続
で
あ
り
、
そ
の
間
に
は
断

絶
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
究
極
的
に
は
連
続
で
あ
り
同
体
と
な
る
。
既
に
こ
の
　
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ト
ケ
　
　
　
ω
　
2

現
世
に
あ
っ
て
も
、
純
粋
な
信
仰
者
は
生
き
な
が
ら
に
し
て
「
如
来
と
ひ
と
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

き
存
在
と
な
り
、
　
「
心
は
浄
土
に
あ
そ
ぶ
」
身
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
現
世
の
寿
命
つ
き
て
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
既
に
の
べ
た
如
く
ア
ミ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
リ

と
同
一
の
さ
と
り
を
体
現
し
、
大
壷
葉
の
証
果
を
恵
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
安
楽
国
に
い
た
れ
ば
す
な
は
ち
か
な
ら
ず
仏
性
を
あ
ら
は
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
「
か
の
仏
国
は
す
な
は
ち
こ
れ
畢
寛
成
仏
の
道
路
、
無
上
の
方
便
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
リ

　
「
も
し
わ
れ
成
仏
せ
ん
に
、
く
に
の
う
ち
の
有
情
も
し
決
定
し
て
等
正
覚
を
な

　
　
　
サ
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

り
、
大
国
禦
を
証
せ
ず
ぱ
、
菩
提
を
と
ら
じ
」

　
ア
ミ
ダ
仏
は
無
か
ら
天
地
万
物
を
創
造
し
た
神
で
は
な
い
。
万
物
は
凡
て
縁
起

の
法
に
よ
っ
て
、
生
成
し
、
持
続
し
、
破
壊
さ
れ
、
消
滅
し
て
行
く
。
ア
ミ
ダ
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
縁
起
の
法
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



　
ア
ミ
ダ
仏
は
超
越
的
一
神
で
は
な
い
。
信
仰
対
象
は
ミ
ダ
一
仏
で
あ
っ
て
も
、

ミ
ダ
の
外
に
諸
仏
諸
菩
薩
の
存
在
を
承
認
す
る
。
ミ
ダ
も
こ
の
意
味
で
諸
仏
の
一

人
で
あ
り
、
万
人
も
ま
た
こ
の
仏
と
な
り
得
る
可
能
性
を
、
た
と
い
如
来
よ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

廻
向
の
大
信
心
、
仏
性
で
は
あ
っ
て
も
、
皆
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ミ
ダ
仏
は
神
と
異
り
、
存
在
の
法
則
を
無
視
し
て
存
在
し
得
る
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
存
在
の
法
則
、
真
理
、
ダ
ル
マ
を
体
解
し
、
法
と
一
体
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
の

り
、
法
を
自
ら
人
格
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ミ
ダ
仏
は
神
と
異
り
、
人
間
や
自
然
を
支
配
し
、
人
間
の
運
命
を
左
右
し
、

人
間
に
懲
罰
を
与
へ
る
が
如
き
も
の
で
は
な
い
。
人
間
の
運
命
を
、
幸
不
幸
を
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

定
す
る
も
の
は
、
縁
起
法
に
基
く
人
間
自
身
の
業
で
あ
り
行
為
で
あ
る
。

　
か
く
て
ア
ミ
ダ
仏
の
根
本
性
格
の
中
に
も
、
最
終
的
に
は
、
仏
教
一
般
の
共
通

原
理
が
認
め
ら
れ
る
。
神
人
同
格
教
的
、
内
在
的
汎
神
教
こ
そ
、
仏
教
一
般
の
根

本
性
格
で
あ
る
と
同
時
に
、
浄
土
真
宗
の
根
本
性
格
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
B
）
救
済
に
よ
り
解
脱

　
浄
土
真
宗
は
一
般
に
は
救
済
教
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
本
質

的
に
救
済
教
で
あ
る
の
と
は
、
そ
の
根
本
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
浄
土

真
宗
で
の
救
済
は
、
あ
く
ま
で
も
解
脱
、
浬
葉
、
成
仏
、
正
覚
と
し
て
の
「
仏
果

」
　
「
証
果
」
を
実
現
す
る
た
め
の
殊
勝
の
方
便
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
で
は
、
救
い

そ
の
も
の
が
目
的
で
も
、
理
想
で
も
な
く
、
救
済
に
よ
る
「
さ
と
り
」
　
「
仏
果
」

「
証
果
」
　
「
解
脱
」
　
「
浬
繋
」
が
最
高
理
想
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
般
大
乗
仏

教
が
「
解
脱
教
」
　
「
自
覚
教
」
　
「
成
仏
教
」
で
あ
る
の
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
救

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

い
は
解
脱
、
さ
と
り
の
果
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
究
極
の
理
想
は
あ
く
ま
で
も

解
脱
、
浬
鍵
の
証
果
で
あ
る
。

　
「
念
仏
の
衆
生
は
、
横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
故
に
、
臨
終
一
念
の
夕
、
大

　
　
　
　
　
　
　
㈲

葉
浬
繋
を
超
証
す
」

　
「
謹
ん
で
真
実
の
証
を
顕
さ
ば
、
則
ち
締
れ
利
他
円
満
の
尻
押
、
無
上
湿
繋
の

　
　
　
⑯

極
手
な
り
」

　
「
一
念
の
信
心
、
能
く
願
行
具
足
の
信
に
し
て
、
往
生
即
成
仏
の
正
因
た
り

　
⑰

得
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

　
「
唯
信
以
て
往
生
成
仏
の
正
順
た
る
な
り
」

　
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
廻
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
、
正
定
住
聚
に
住
す
る
が
故
に
必
ず
滅
度
に
至
る
」

　
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
の
一
念
に
、
現
生
に
於
て
正
定
聚
に
住
し
、
臨
終
一
念
　
6
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
リ
　
　
　
　
⑳

の
夕
べ
、
浄
土
に
往
生
し
て
、
大
平
繋
を
速
証
す
」

　
「
設
い
我
れ
仏
を
得
ん
に
、
国
申
の
人
天
定
聚
に
住
し
、
必
ず
滅
度
に
至
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ば
、
正
覚
を
取
ら
ず
」

　
か
く
て
、
信
仰
に
よ
っ
て
救
は
れ
た
者
は
、
現
世
に
あ
っ
て
は
正
定
聚
の
恵
み

に
よ
り
、
安
ら
か
な
心
で
仏
に
ま
も
ら
れ
、
照
ら
さ
れ
、
導
か
れ
て
生
き
る
喜
び

を
恵
ま
れ
る
。
死
し
て
は
、
必
ず
滅
度
、
浄
土
に
往
生
し
て
究
寛
の
さ
と
り
を
得

る
と
の
希
望
と
確
信
に
よ
っ
て
安
ら
か
に
死
に
つ
く
恵
み
こ
そ
、
浄
土
真
宗
の
「

現
当
二
世
の
利
益
」
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
七



浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

（
C
）
信
心
と
信
仰
の
性
格

　
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
に
あ
っ
て
は
、
救
い
の
た
め
に
は
「
唯
信
」
が
絶
対

の
要
件
で
あ
る
こ
と
は
既
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
「
信
仰
三
尺
」
即
ち
、
　
「
た
だ
信
仰
に
よ
り
て
義
と
せ
ら
れ
る
」
の
キ
リ
ス
ト

教
と
、
「
正
定
の
因
は
唯
信
心
」
の
浄
土
真
宗
で
の
、
信
の
性
格
も
ま
た
甚
だ
異

る
よ
う
で
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
は
「
不
合
理
な
る
が
故
に
信
ず
」
「
た
だ
信
ぜ
よ
、
信
ず

る
者
は
救
は
れ
ん
」
の
用
語
に
於
て
見
ら
る
る
が
如
き
、
純
粋
に
感
情
的
信
仰
で

あ
る
。
神
へ
の
信
仰
、
十
字
架
へ
の
信
仰
を
初
め
と
し
て
、
凡
て
が
キ
リ
ス
ト
教

で
は
信
仰
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
浄
土
真
宗
の
信
心
は
、
仏
教
一
般
の
根
本
原
理

と
し
て
の
「
智
慧
に
裏
づ
け
ら
れ
た
信
心
」
で
あ
る
。
　
「
智
慧
の
信
心
」
こ
そ
真

宗
で
あ
っ
て
、
智
慧
の
背
景
の
な
い
背
理
的
盲
信
で
は
な
い
。
も
と
も
と
こ
の
信

心
は
人
間
の
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ア
ミ
ダ
仏
の
大
き
な
慈
悲
と
し
て
の

本
願
に
よ
っ
て
恵
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
仏
の
大
悲
は
必
ず
大
智
に
裏

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
智
の
濃
化
こ
そ
真
理
の
働
き
で
あ
る
。

　
「
智
慧
の
念
仏
う
る
こ
と
は
、
法
蔵
願
力
の
な
せ
る
な
り
、
信
心
の
智
慧
な
か

り
せ
ば
、
い
か
で
か
慣
習
を
さ
と
ら
ま
し
」

　
又
、
真
実
信
心
を
金
剛
心
、
当
作
仏
心
、
度
衆
生
心
と
な
し
、
「
こ
の
心
す
な

は
ち
大
慈
悲
心
な
り
、
こ
の
心
す
な
は
ち
無
量
光
明
慧
に
よ
り
て
生
ず
」
と
な
し

た
る
も
、
こ
の
点
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ミ
ダ
仏
自
体
か
「
十
二
光

仏
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
光
明
は
智
慧
で
あ
る
こ
と
を
思
へ
ば
、
信

一
八

心
も
ま
た
、
　
「
慈
悲
と
智
慧
」
と
の
最
高
の
調
和
と
し
て
味
う
べ
き
で
は
あ
る
ま

い
か
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
む
し
ろ
人
間
の
智
慧
は
「
原
罪
」
の
根
拠
で
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
「
人
間
は
自
ら
智
し
と
称
へ
て
愚
か
に
な
る
」

と
て
、
ボ
ー
ロ
は
智
を
拒
み
、
　
「
幼
児
の
ご
と
く
で
な
け
れ
ば
天
国
に
は
入
れ
な

　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

い
」
と
し
て
、
知
性
、
理
性
は
む
し
ろ
断
念
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
神
の
証
を
伝
ふ
る
に
言
と
智
慧
と
の
優
れ
た
る
を
用
ひ
ざ
り
き
。
イ
エ
ス
．

キ
リ
ス
ト
及
び
そ
の
十
字
架
に
釘
け
ら
れ
給
ひ
し
事
の
ほ
か
は
、
汝
ら
の
中
に
あ

っ
て
何
を
も
知
る
ま
じ
と
心
を
定
め
た
れ
ば
な
り
」
が
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰
の
本

質
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
か
く
て
、
　
「
釈
尊
の
宗
教
は
純
粋
な
る
智
慧
の
宗
教
」
で
あ
り
、
　
「
イ
エ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
①

宗
教
も
ま
た
純
粋
な
る
信
仰
の
宗
教
で
あ
る
」
と
云
へ
よ
う
。
大
智
か
ら
出
た
大

悲
の
恵
み
と
し
て
の
信
心
も
ま
た
自
ら
大
智
、
理
性
、
智
能
の
性
格
を
具
有
す
る
　
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
浄
土
真
宗
の
「
悪
人
正
機
」
の
信
仰
は
、
一
見
し
て
「
罪
人
を
招
く
」

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
相
似
す
る
が
、
真
宗
に
あ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
悪
人
も
終
局

的
に
は
仏
に
な
り
得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
罪
人
は
十
字
架
の
賎
罪
に
よ
っ
て
義
人
と
さ
れ
、
天
国
に
復
帰

し
て
も
、
神
に
は
絶
対
に
な
り
得
な
い
。
天
国
と
は
神
に
な
る
場
所
で
は
な
く
、

　
「
神
と
借
に
生
き
る
」
処
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
相
異
点
で
あ
ろ
う
。
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

な
る
悪
人
も
救
は
れ
て
正
定
聚
に
住
す
れ
ば
「
現
生
に
十
種
の
益
を
う
」
け
、
死

し
て
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
即
時
に
ア
ミ
ダ
仏
と
同
体
の
仏
に
な
り
得
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　
而
も
、
十
字
架
に
よ
る
遺
習
、
救
い
は
全
く
奇
蹟
で
あ
り
、
理
性
と
論
理
と
を



全
く
超
へ
た
信
仰
の
秘
義
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
の
悪
人
の
救
い

と
、
浄
土
往
生
の
保
証
の
背
後
に
は
、
法
蔵
菩
薩
に
よ
る
五
劫
の
思
惟
と
聖
母
の

修
行
と
云
ふ
、
因
果
縁
起
の
道
理
、
理
性
と
論
理
の
背
景
を
持
っ
て
い
る
。
も
と

よ
り
、
か
か
る
理
性
と
論
理
の
性
格
は
、
究
極
的
に
は
信
仰
の
秘
義
に
聖
化
さ
る

べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
応
の
論
理
の
筋
道
は
た
て
ら
れ
て
お
り
、
単
な
る
感

情
的
、
盲
信
的
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
も
仏
教
思
想
一
般
の
地
盤
と
し
て
の

智
慧
、
知
性
、
理
性
の
尊
重
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
而
も
法
蔵
菩
薩
の
願
行
に
あ

っ
て
は
、
衆
生
と
仏
と
は
も
と
も
と
一
体
、
生
仏
不
二
の
思
想
に
立
っ
て
お
り
、

菩
薩
の
代
受
苦
、
勤
苦
修
行
は
決
し
て
十
字
架
に
於
け
る
が
如
く
、
犠
牲
で
も
受

難
で
も
な
い
。
罪
な
き
神
の
子
イ
エ
ス
が
十
字
架
で
苦
し
み
、
血
を
流
し
て
人
間

救
済
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
は
全
く
受
難
で
あ
り
、
犠
牲
で
あ
ら
う
。

　
併
し
、
菩
薩
に
あ
っ
て
は
衆
生
救
済
は
真
理
の
自
然
必
然
の
働
き
で
あ
り
、
真

理
を
裏
切
る
人
間
が
一
人
で
も
居
る
間
は
、
真
理
は
真
理
と
し
て
完
成
せ
ず
、
菩

薩
も
仏
に
は
な
り
得
な
い
、
一
体
不
二
の
関
係
で
あ
る
。
神
と
人
間
と
は
絶
対
の

他
者
と
し
て
対
立
す
る
が
、
衆
生
と
菩
薩
、
仏
と
は
本
来
的
に
は
対
立
す
る
も
の

で
は
な
く
、
「
衆
生
な
く
し
て
仏
な
く
、
仏
な
く
し
て
衆
生
な
し
」
の
不
二
、
一

体
の
真
理
の
顕
現
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
救
い
の
論
理
の
地
盤
に
な
る
も
の
が

大
き
く
相
異
し
て
い
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。

　
か
く
し
て
、
浄
土
真
宗
は
あ
く
ま
で
も
仏
教
と
し
て
の
立
場
に
立
っ
て
、
ア
ミ

ダ
仏
、
救
済
、
信
仰
を
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
一
般
の
共
通
原
理
か
ら
は
孤

立
し
て
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
の
類
似
と
相
異
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
外
に
も
な
ほ

幾
つ
か
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
往
生
と
昇
天
、
天
国
と
浄
土
の
問
題
、
無
明

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

煩
悩
と
原
罪
、
キ
リ
ス
ト
と
釈
尊
、
三
位
一
体
と
三
身
一
体
論
等
も
興
味
あ
る
課

題
で
あ
ら
う
。
紙
数
の
制
限
で
こ
こ
で
は
す
べ
て
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
尚
、
資
料
の
不
備
や
、
無
題
の
取
り
あ
げ
方
に
も
多
く
の
欠
点
の
あ
る
こ
と
と

思
ふ
が
、
凡
て
の
補
正
は
次
の
機
会
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
・
四
三
・
七
・
一
〇
）
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（
註
）

　
日
　
キ
リ
ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
（
∬
）

1
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究
　
一
九
八
頁

2
、
同
上
　
一
九
七
頁

3
、
℃
臼
三
〇
餌
歪
。
自
．
↓
7
0
Ω
o
聲
鮎
。
剛
b
d
鐸
α
ユ
げ
帥
．
勺
■
δ
・

4
、
中
≦
．
自
ε
匠
房
σ
霞
ω
8
蔓
。
h
幻
巴
σ
q
δ
P
即
H
。
。
幹

5
、
善
導
大
師
和
讃

6
、
同
上

7
、
諸
経
和
讃

8
、
帖
外
和
讃

9
、
真
仏
土
巻

1
0
、
証
巻

1
1
、
同
上

1
2
、
岡
俊
邦
・
宗
教
の
根
本
問
題
　
九
〇
一
一
頁

1
3
、
同
上

1
4
、
同
上
　
九
二
頁

1
5
、
信
巻

1
6
、
真
壁

1
7
、
宗
義
要
論
　
一
一
七
頁

一
九
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仏
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一
頁
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